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前期課程

２年間で30 単位以上修得

研究指導
主指導教授の研究指
導は在籍セメスタの
ものを必ず履修

単位算入する

講義・演習
課程表の中から研究
内容に適した科目を
履修する

●これ以外に主指導教
授が研究指導上認め
た場合、他研究科・
他専攻の授業科目お
よび他大学（協定校）
の授業科目を10 単
位まで履修かつ修得
できる

単位算入する
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Ⅳ　研究計画概要
及び

教育課程表

主指導教授の研究指導は毎セメスタ必ず履修
すること

●研究指導はセメスタ毎にそれぞれ1科目ず
つ（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵの順）の履修
となる

●これ以外に主指導教授が研究指導上必要と
認めた場合は、本学の他研究科・専攻の授
業科目および他大学（協定校）の授業科目
を履修することができる

後期課程

前期課程とあわせて5 年間

履修の流れ
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研究指導概要

博士前期課程

　１．各セメスタの指導内容
　　１セメスタ
　　・学問的な視野を広げると共に、修士論文テーマを確定し、研究計画、研究手法等を検討し提案する。
　　２セメスタ
　　・�テーマに関連した研究成果や技術・社会の動向のレビューを幅広く行い研究計画を確定し、それに従って自ら

の研究を開始する。
　　３セメスタ
　　・研究を深めながら、その進行状況に応じたフィードバックを行い、修士論文のアウトラインを検討し作成する。
　　４セメスタ
　　・修士論文の完成に向けて研究を収斂させて行き、修士学位論文を執筆し、完成させる。

　２．論文報告会（論文発表会）等の概要と発表の要件等
　　�　博士前期課程２年生で、修士論文を提出する予定の者は、修了予定の半年前に行われる中間報告会に論文要旨

をまとめてプレゼンテーションをしなければならない。プレゼンテーションは１人15分（質疑応答を含む）とする。

博士後期課程

　１．各セメスタの指導内容
　　１セメスタ
　　・博士研究を開始し、研究指導教員の指導の下で、研究の方向性を定め、研究計画および研究手法を検討する。
　　２セメスタ

・研究テーマを定め、既往の研究成果や技術・社会の動向のレビューを幅広く行うとともに、研究計画を固め、
研究を開始する。また学期末には報告会を実施し、研究の進捗状況について指導教員や専攻の教員と質疑応答
を行う。

　　３セメスタ
・	報告会での質疑応答に基づき研究計画を必要に応じて修正し、更に研究を進める。博士論文の全体構成を固める。

これまでの研究成果について研究発表を行い、そこで得られた意見を参考にして、研究内容を深めるとともに、
学術論文を執筆・投稿する。

　　４セメスタ
・これまでの成果をもとにしながら、研究を更に深め、博士論文の執筆を行う。研究成果については、引き続き

研究発表と学術論文の執筆・投稿を行う。学期末には中間報告会を実施し、博士論文の進捗状況と見通しにつ
いて指導教員や専攻の教員と質疑応答を行う。

　　５セメスタ
・	中間報告会での質疑応答を参考にしつつ、最終段階に向けて研究をさらに深める。博士論文の修正と推敲を重ね、

その完成に向けて精度を高める。それと併せて対外的な研究成果の発表を行う。
　　６セメスタ
　　・博士論文の完成に向けて研究を収斂させ、博士論文を執筆、完成させ、公聴会を開き審査を受ける。

　２．論文報告会（論文発表会）等の概要と発表の要件等
　　�　博士後期課程の学生は、2セメスタ終了時に行われる報告会において、研究テーマに関連した研究課題や研究

方法および研究の進捗状況等について報告をしなければならない。報告は、参加教員との質疑応答を含めて1人
30分とし、研究科内に公開とする。

　　�　博士後期課程の学生は、4セメスタ終了時に行われる中間報告会において、これまでの研究成果および博士論
文の進捗状況と見通しについて報告をしなければならない。報告は、参加教員との質疑応答を含めて1人30分とし、
研究科内に公開とする。

　　�　博士前期課程および博士後期課程在籍者は、学年等を問わず報告会を聴講することが可能であり、積極的に参
加することが望ましい。



情報連携学専攻
博士前期課程

選択・
必修の別 授業科目・研究指導 講義・ 

演習の別 単位 科目
ナンバリング

開講学期
職　名 担当教員 備　　　考

春 秋

必修

情報連携学研究法Ⅰ 講 義 2 THI601 ○ 坂村、富田、中村（周）、花木、
後藤、吉越、中村（光）、神場

情報連携学研究法Ⅱ 講 義 2 WIS601 ○ 教 授 坂 村　　 健

情報連携学研究法Ⅲ 講 義 2 REG601 ○ 教 授 後 藤 尚 弘

情報連携学研究法Ⅳ 講 義 2 REG602 ○ 教 授 花 木 啓 祐

選択

ビジネス・インキュベーション特論Ⅰ 講 義 2 WIS602 ○ 教 授 富 田 亜 紀

ビジネス・インキュベーション特論Ⅱ 講 義 2 WIS603 ○ 教 授
教 授

井 村　　 亮
廣 瀬 弥 生

データ・サイエンス特論Ⅰ 講 義 2 WIS604 ○ 教 授 
准 教 授

中 村 周 吾
本 多 泰 理

データ・サイエンス特論Ⅱ 講 義 2 WIS605 ○ 准 教 授 本 多 泰 理

インフラ・サービス特論Ⅰ 講 義 2 TPA601 ○ 教 授 
教 授

花 木 啓 祐 
渡 邊 朗 子

インフラ・サービス特論Ⅱ 講 義 2 CEE601 ○ 教 授 
准 教 授

曽 根 真 理 
加 知 範 康

クオリティ・オブ・ライフ特論Ⅰ 講 義 2 DEV601 ○ 教 授 
教 授

後 藤 尚 弘 
横 田 達 也

クオリティ・オブ・ライフ特論Ⅱ 講 義 2 DEV602 ○ 准 教 授
准 教 授

川 本 清 美
平 松 あ い

コンピュータ・アーキテクチャ特論Ⅰ 講 義 2 INN601 ○ 坂村、浅野、別所

コンピュータ・アーキテクチャ特論Ⅱ 講 義 2 INN602 ○ 坂村、清水、矢代

コンピュータ・ネットワーク特論Ⅰ 講 義 2 INN603 ○ 教 授 吉 越 健 治

コンピュータ・ネットワーク特論Ⅱ 講 義 2 INN604 ○ 教 授 川 原 亮 一

デジタル・デザイン特論Ⅰ 講 義 2 DES601 ○ 教 授 中 村 光 宏

デジタル・デザイン特論Ⅱ 講 義 2 DES602 ○ 教 授 椋　　 計 人

ユーザ・エクスペリエンス・デザイン特論Ⅰ 講 義 2 H I I 6 0 1 ○ 教 授 神 場 知 成

ユーザ・エクスペリエンス・デザイン特論Ⅱ 講 義 2 H I I 6 0 2 ○ 教 授 石 川　　 徹

情報連携学特別講義Ⅰ 講 義 2 ― ○ 休 講 ―

情報連携学特別講義Ⅱ 講 義 2 ― ○ 休 講 ―

必修

情報連携研究指導Ⅰ 研究指導 2 REG603 ○ ○

各 指 導 
教　 員

花木、後藤、井村、坂村、
土屋、横田、中村（光）、神
場、小笠原、曽根、富田、
中村（周）、吉越、清水、川
原、石川（徹）、浅野、川
本、別所、矢代、カーン、
本多、石川（知）、平松

１セメスタ在籍者

情報連携研究指導Ⅱ 研究指導 2 REG604 ○ ○ ２セメスタ在籍者

情報連携研究指導Ⅲ 研究指導 2 REG605 ○ ○ ３セメスタ在籍者、
短期修了希望者

情報連携研究指導Ⅳ 研究指導 2 REG606 ○ ○ ４セメスタ以上在籍者、
短期修了希望者

履修方法
１．履修する授業科目は、指導教授の指示を受けて決定すること。
２．指導教授は、主指導教授１名、副指導教授１名の計２名とする。ただし、主指導教授の判断により、副指導教授

が２名となる場合がある。
３．主指導教授の「研究指導」は、毎セメスタ必ず履修すること。
４．同一科目を２回以上履修・単位修得することはできない。
５．「研究指導」について、長期履修学生および原級生で５セメスタ以上在学する場合は、延長したセメスタにおい

て、主指導教授の「研究指導Ⅳ」をその都度履修すること。なおこの場合、同科目において修了要件に充当する
のは最初に修得した成績および単位のみとする。したがって、２回目以降の履修は、成績及び単位は認定される
が、修了要件としては扱わない。

６．�本表に掲げたものの他、指導教授が教育研究上必要と認めるときは、学則第８条に基づき、東洋大学大学院（以下「本
大学院」という。）の他研究科・専攻の授業科目および他大学（協定校）の授業科目を履修することができる（同
一科目は１回目のみ修了要件として扱い、２回目以降の履修によって修得した成績及び単位は認定されるが、修
了要件としては扱わない）。
また、上記により履修し修得した単位は、学則第10条の２に基づく、本大学院に入学する前に修得し、本大学院
における授業科目の履修により修得したものとみなす単位（既修得単位）と合わせて、10単位を超えない範囲で
修了要件に充当することができる。

７．「修士論文」の作成にあたっては、主指導教授の指導を受けなければならない。



博士後期課程

選択・
必修の別 授業科目・研究指導 講義・ 

演習の別 単位 科目
ナンバリング

開講学期
担当教員 備　　　考

春 秋

必修

情報連携学研究指導Ⅰ 研究指導 ― REG701 ○ ○

（各指導教員）
花木、後藤、坂村、
中村（周）、吉越、
石川（徹）、別所

情報連携学研究指導Ⅱ 研究指導 ― REG702 ○ ○

情報連携学研究指導Ⅲ 研究指導 ― REG703 ― ―

情報連携学研究指導Ⅳ 研究指導 ― REG704 ― ―

情報連携学研究指導Ⅴ 研究指導 ― REG705 ― ―

情報連携学研究指導Ⅵ 研究指導 ― REG706 ― ―

履修方法
１．研究指導科目の履修は、各学期に１科目ずつ順を追って履修しなければならない。
２．研究指導科目は、主指導教授の科目を選択すること。
３．本表に掲げたものの他、指導教授が研究指導上必要と認めた場合は、本学の他研究科・専攻の授業科目および他

大学（協定校）の授業科目を履修することができる。


